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前
漢
期
の
五
行
説
は
、
基
本
的
に
は
先
秦
期
と
同
様
に
雑
多
で
、
異
な
る
系
統
が
並
存

し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
独
自
に
事
物
を
五
行
に
配
当
し
、
ま
た
、
五
行
の
相
互

関
係
に
つ
い
て
も
相
勝
で
あ
っ
た
り
六
合
で
あ
っ
た
り
沴
で
あ
っ
た
り
と
、
異
な
る
説
が

運
用
さ
れ
た
。 

 

『
漢
書
』
巻
三
十 

芸
文
志
で
は
数
術
略 

五
行
類
に
於
い
て
、『
泰
一
陰
陽
』『
四
時
五

行
経
』『
陰
陽
五
行
時
令
』『
鍾
律
災
異
』『
刑
徳
』『
五
音
竒
胲
用
兵
』
等
々
、
三
十
一
家

六
百
五
十
二
巻
を
著
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
現
存
せ
ず
、
本
章
で
考
察
し
な
か
っ
た
が
、

恐
ら
く
択
日
・
時
令
・
災
異
・
納
音
と
い
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
、
五
行
を
用
い
て
説
い
た

文
献
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
芸
文
志
は
次
の
よ
う
に
説
く
。 

 

皆
出
於
律
歴
之
數
、
而
分
爲
一
者
也
。
其
法
亦
起
五
徳
終
始
、
推
其
極

則
無
不
至
。
而
小
數
家
因
此
以
爲
吉
凶
、
而
行
於
世
、

以
相
亂
。 

 
 

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
律
暦
の
数
に
由
来
し
、
そ
れ
が
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
派
を
な

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
法
は
五
徳
終
始
に
も
由
来
し
、
五
行
を
敷
衍

し
尽
く
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
つ
い
て
論
じ
た
。
し
か
し
、
卑
賤
な
占
術
家
た
ち

が
そ
れ
に
基
づ
い
て
吉
凶
を
判
断
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
術
が
世
間
に
行
な
わ
れ

て
、
段
々
と
本
来
の
学
術
を
乱
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

劉
歆
の
考
え
（
『
漢
書
』
芸
文
志
は
劉
歆
『
七
略
』
に
基
づ
く
）
で
は
、
術
数
の
学
は
本

来
「
明
堂
羲
和
史
卜
之
職
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
由
来
は
一
つ
で
あ
る
と
見
な
す
。
そ
れ
が

分
派
し
、「
小
数
家
」
た
ち
に
よ
っ
て
有
象
無
象
の
雑
説
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
。 

し
か
し
、
前
章
・
本
章
で
考
察
し
た
通
り
、
少
な
く
と
も
現
存
す
る
資
料
を
見
る
限
り

は
、
む
し
ろ
雑
然
と
発
生
し
た
雑
多
な
諸
五
行
説
が
、
そ
の
ま
ま
各
自
で
発
展
し
て
来
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
前
漢
中
期
頃
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
雑
多
な
諸
五
行
説
の
中
の

い
く
つ
か
が
、
儒
者
た
ち
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
五
徳
終
始
説
は
戦
国
・
秦
代
に
は
方
士
た
ち
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
の

だ
が
、
文
帝
期
に
賈
誼
に
よ
っ
て
漢
土
徳
説
が
提
唱
さ
れ
、
武
帝
期
に
は
兒
寛
や
司
馬
遷

と
い
っ
た
学
者
に
よ
る
議
論
を
経
て
、
遂
に
改
制
を
実
現
し
た
。
時
令
は
様
々
な
説
が
存

在
し
て
い
た
が
、『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
・『
明
堂
月
令
』
の
系
統
、
す
な
わ
ち
月
令
が
魏

相
・
李
尋
等
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
、
成
帝
期
に
は
詔
令
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
『
洪
範
五

行
伝
』
は
『
尚
書
』
洪
範
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
、
夏
侯
勝
以
降
の
尚
書
学
者
た
ち
に
よ

っ
て
用
い
ら
れ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
、
儒
家
に
よ
る
五
行
説
の
吸
収
と
い
う
背
景
の
下
で
、
前
漢
末
に
、
劉
向
・

劉
歆
に
よ
っ
て
五
行
説
の
改
造
が
行
な
わ
れ
た(

1)

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
以
降
に
論

じ
る
。 

な
お
、
董
仲
舒
の
作
と
さ
れ
る
『
春
秋
繁
露
』
に
も
五
行
に
つ
い
て
説
い
た
篇
が
い
く

つ
か
あ
る
が
、
本
章
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
ら
の
篇
は
前
漢
期
の

成
立
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る(

2)

。 

 


